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は
じ
め
に
～
日
満
学
校
記
念
碑
と
本
稿
の
構
成

　
「
日
満
学
校
」
と
い
う
の
は
略
称
・
愛
称
で
、
正
式
校
名
は
「
九
州
日
満
鉱
業
技

術
員
養
成
所
（
昭
和
十
四
年
１
９
３
９
の
開
校
か
ら
昭
和
十
九
年
１
９
４
４
の
校
名

変
更
ま
で
）」、「
九
州
日
満
工
業
学
校
（
校
名
変
更
か
ら
昭
和
二
十
年
１
９
４
５
の

閉
校
ま
で
）」
で
あ
る
。
地
元
直
方
の
住
民
は
親
し
み
を
込
め
短
縮
し
て
日
満
学
校

と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
表
記
も
総
称
と
し
て
こ
れ
を
使
用
す
る
。

　

同
校
は
現
在
の
福
岡
県
直
方
市
立
直
方
第
三
中
学
校
の
地
に
あ
っ
た
。
日
満
学
校

当
時
の
建
物
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
が
、
第
三
中
学
の
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
、

運
動
場
に
接
し
て
同
校
の
同
窓
会
で
あ
っ
た
日
満
会
が
平
成
九
（
１
９
９
７
）
年
に

建
立
し
た
記
念
碑
が
あ
り
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
→
「
写
真
一
」
参
照

（
表
面
）
校
章
の
右
側
に
「
追
憶
」
の
文
字
（
横
書
き
、
以
下
同
じ
）

　
　
　

 

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所　

九
州
日
満
工
業
学
校　

跡
地

＊
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
工
業
の
シ
ン
ボ
ル
歯
車
に
鉱
業
の
シ
ン
ボ
ル
つ
る
は

し
二
本
を
交
差
さ
せ
、
中
央
の
左
側
に
日
本
国
旗
・
右
側
に
満
州
国
旗
を

配
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
裏
面
・
縦
書
き
・
原
文
の
ま
ま
）

　
「
昭
和
六
年
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
翌

七
年
に
満
州
国
が
誕
生
し
た
。
日
本
の
国

策
に
よ
り
同
国
の
開
発
が
着
々
と
進
め
ら

れ
、
特
に
地
下
資
源
の
開
発
と
工
業
の
振

興
を
図
る
為
、（
財
）日
満
鉱
工
技
術
員
協

会
が
設
立
さ
れ
、
満
州
国
開
発
の
技
術
者

養
成
を
始
め
る
事
に
な
っ
た
。

　
（
以
下
、
開
校
か
ら
閉
校
ま
で
の
歴
史

が
書
か
れ
て
い
る
が
後
述
す
る
た
め
省
略
す
る
。）

　

渡
満
し
た
卒
業
生
六
三
五
名
は
、
戦
後
逐
次
引
揚
げ
て
来
た
が
、
殉
職
、
戦
病
死

等
に
よ
り
再
び
母
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
者
も
多
数
い
る
。

　

若
く
し
て
異
国
に
散
っ
た
同
窓
生
の
冥
福
を
祈
り
、
再
び
こ
の
様
な
悲
し
み
を
繰

り
返
さ
ぬ
為
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。」
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榊
　
　
　
　

正
　

澄

【
論
説
】
日
満
学
校
の
歴
史

写真一



表
一
．「
満
洲
国
関
係
年
表
」
と
し
て
整
理
し
た
。

　

清
国
は
日
清
戦
争
で
の
敗
北
に
よ
り
弱
体
化
が
明
確
に
な
り
、
欧
州
列
強
が
権
益

を
拡
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
香
港
は
そ
れ
以
前
の
１
８
４
２
年
、
阿
片
戦
争
後

に
英
国
領
と
な
り
１
９
９
７
年
に
返
還
さ
れ
た
。）

　

日
本
も
戦
争
に
勝
利
す
る
た
び
に
領
土
（
勢
力
圏
）
を
拡
大
し
た
が
、
中
国
大
陸

に
お
い
て
は
民
族
意
識
の
高
ま
り
と
共
に
抗
日
運
動
が
激
化
し
、
遂
に
蒋
介
石
率
い

る
国
民
党
政
府
お
よ
び
毛
沢
東
率
い
る
共
産
党
軍
と
戦
争
状
態
に
入
っ
た
。
先
の
大

戦
に
お
い
て
米
軍
を
主
力
と
す
る
連
合
軍
に
敗
北
し
、
満
洲
国
を
含
む
大
陸
で
の
権

益
を
す
べ
て
喪
失
す
る
結
果
と
な
り
満
蒙
開
拓
団
、
残
留
孤
児
な
ど
多
く
の
悲
劇
を

生
ん
だ
。

第
二
章　

満
洲
国
建
国
後
の
鉱
工
業
の
状
態
お
よ
び
日
本
の
支
援

　
『
学
習
百
科
辞
典
』（
昭
和
九
年
１
９
３
４
初
版
、
昭
和
十
二
年
１
９
３
７
に
３
５

版
だ
が
こ
の
間
に
改
訂
な
し
・
三
省
堂
）
の
満
洲
国
に
関
す
る
記
述
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
本
書
は
「
我
が
国
で
初
め
て
の
、
小
学
校
上
級
生
諸
君
、
実
業
補
習
・
中
等

諸
学
校
初
級
の
学
生
諸
君
、
ま
た
一
般
国
民
の
常
識
を
養
う
た
め
の
百
科
辞
典
」
と

は
し
が
き
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
表

記
は
新
字
・
新
か
な
に
改
め
た
。

『（
鉱
工
業
に
関
す
る
個
所
の
抜
粋
）

「
天
然
物
に
富
む
が
、
工
業
は
未
だ
盛
で
な
く
我
が
国
の
投
資
と
指
導
に
よ
り
近
年

盛
に
な
り
か
け
て
い
る
。」

「
鉱
産
は
鉄
と
石
炭
が
最
も
多
く
、（
中
略
）
鉄
は
鞍
山
・
本
渓
湖
か
ら
、
石
炭
は
撫

順
・
本
渓
湖
・
煙
台
か
ら
産
す
る
。」

「
近
来
南
満
洲
鉄
道
付
属
地
で
製
鉄
、（
中
略
）
等
の
製
造
が
盛
ん
と
な
り
（
後
略
）」

　

同
校
の
特
徴
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

一
．
全
国
に
三
校
（
他
に
秋
田
県
秋
田
市
と
山
形
県
酒
田
市
）
し
か
な
か
っ
た
特
別

な
学
校
で
高
度
な
専
門
技
術
教
育
を
受
け
た
卒
業
生
は
即
戦
力
と
し
て
全
員
が
渡

満
し
た
が
、
敗
戦
に
よ
り
わ
ず
か
六
年
で
閉
校
と
な
っ
た
。

二
．
全
寮
制
の
学
校
で
厳
し
い
教
育
が
行
わ
れ
た
。
初
期
に
お
い
て
は
外
地
か
ら
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
、
国
内
も
九
州
・
中
国
以
外
に
北
海
道
・
東
北
・
関
東
な
ど

全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
生
徒
が
福
岡
県
直
方
市
に
集
ま
っ
た
。

三
．
校
舎
・
寮
の
建
築
設
計
を
担
当
し
た
の
が
、
日
本
の
建
築
史
で
名
高
い
大
建
築

家
の
前
川
國
男
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
日
満
学
校
設
立
の
母
体
と
な
っ
た
満
州
国
の
歴
史

を
日
清
戦
争
後
の
三
国
干
渉
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
満
州
事
変
後
の
満
州
国
建
国
か
ら

ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ
る
崩
壊
ま
で
を
振
り
返
り
、
建
国
後
の
鉱
工
業
の
状
態
と
日
本

の
支
援
を
認
識
す
る
。
次
に
日
満
学
校
の
歴
史
と
特
色
の
あ
っ
た
学
生
生
活
を
記
述

し
、
最
後
に
前
川
國
男
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
以
下
の
本
稿
の
表
記
に
お
い
て
は
原
資
料
の
表
記
に
か
か
わ
ら
ず
「
満

洲
・
満
洲
国
」
と
す
る
。
漢
字
表
記
は
新
字
体
を
使
用
す
る
（
國
→
国
）
が
、「
州
」

は
「
洲
」
の
新
字
体
で
は
な
く
別
字
で
あ
り
、「
洲
」
が
常
用
漢
字
で
は
な
い
た
め

の
書
換
え
で
あ
る
の
で
、「
洲
」
を
使
用
す
る
。

第
一
部　

満
洲
国
に
つ
い
て

第
一
章　

満
洲
国
の
歴
史

　

満
洲
国
の
歴
史
は
、
清
国
・
中
華
民
国
、
日
本
お
よ
び
欧
米
諸
国
の
動
向
と
密
接

に
関
係
し
て
お
り
、文
章
で
書
く
よ
り
も
年
表
形
式
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
、

─2─
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表１．満洲国関係年表� 筆者注：地名および戦争の名称は当時日本国内で使用されたものに従っている。

年 満　洲 清国・中華民国 日　本 欧米諸国
1894
明治27

日清戦争の戦場となる
（旅順など）

日清戦争開戦
（平壌の戦い・黄海海戦など）

1895
明治28

同上（営口など）

遼東半島は三国干渉で清
国に還付

日清戦争に敗北
下関条約で遼東半島・台
湾を割譲

日清戦争に勝利
下関条約で遼東半島・台
湾を獲得
遼東半島を還付←

三国干渉（露・独・仏）
←

1898
明治31

（1896～97年）
露、鉄道利権を獲得
（1898年）
露、旅順・大連を租借

欧州列強に租借地割譲、
鉄道利権を渡す
（警備目的の駐兵権も）

←福建省（台湾対岸）の
不割譲を認めさせる
（日本の勢力圏）

英、威海衛（山東省）・
　　九龍（広東省）を租借
　　揚子江流域に権益
独、青島（山東省）を租借
米、米西戦争に勝利して
　　フィリピンを併合

1899
明治32

仏、広州湾（広東省）租借
米、対清門戸開放宣言

1900
明治33

露、満洲全域を占領← ←義和団事件 ＝北清事変
→北支駐兵の権利を獲得
（北京～海岸）

欧米連合軍、北京占領
日本軍以外、略奪を行う

1904
明治37

日露戦争の戦場となる
（旅順要塞・遼陽会戦）

（1902年）日英同盟締結
（1904年）日露戦争開戦

1905
明治38

日露戦争の戦場となる
（奉天会戦）

日露戦争に勝利
ポーツマス条約で南樺太
を獲得

1906
明治39

日本が旅順・大連を租借
南満洲鉄道株式会社設立

1910
明治43

日韓併合、
朝鮮総督府を設置
大逆事件↓

1911
明治44

辛亥革命 東京・大阪に特高警察

1912
明治45

宣統帝溥儀が退位して清
朝滅亡
中華民国発足（孫文が臨
時大総統、首都南京）

1914
大正３

対独宣戦布告、青島（の
ち還付）、南洋群島（の
ち日本の信託統治領とな
る）を占領

第一次世界大戦開戦

1915
大正４

←対支21カ条約要求
　（満蒙の権益を含む）

1917
大正６

ロシア革命、ソビエト政権
→各国の警戒強まる

1918
大正７

（1919年）
関東都督府を関東庁と関
東軍に分割
→出先軍の独立性強化

（1920年）
国際連盟常任理事国に

第一次世界大戦終戦
（1919年）ヴェルサイユ条約
（1920年）
国際連盟が成立

1922
大正11

（1921年）
日英同盟廃棄

ワシントン軍縮条約で主力艦
の削減

1923
大正12

関東大震災 （1924年）
米、排日移民法成立

1925
大正14

治安維持法、普通選挙法
公布

（1926年）
伊、ムッソリーニ独裁政権誕生

1927
昭和２

金融恐慌、中小銀行倒産

1928
昭和３

張作霖、北京を退去、奉
天で爆死
張学良、国民政府に合流

済南事件（蒋介石の北伐
軍と日本軍が衝突）

三・一五事件
　共産党員一斉検挙
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年 満　洲 清国・中華民国 日　本 欧米諸国
1929
昭和４

世界大恐慌

1930
昭和５

条約批准に関し統帥権干
犯問題←

ロンドン軍縮条約で補助艦艇
の削減

1931
昭和６

中村大尉殺害事件
万宝山事件（中朝農民）
満洲事変

1932
昭和７

満洲国建国
リットン調査団訪問

上海事変 血盟団事件、井上準之助
　（前蔵相）・団琢磨
　（三井財閥総帥）暗殺
五・一五事件
　犬養首相暗殺

1933
昭和８

国際連盟を脱退
滝川事件（京大教授追放）
　言論統制強化

独、ヒトラー政権誕生

1934
昭和９

満洲帝国発足
　執政溥儀、皇帝就任

独、ヒトラー総統就任
　　ファシスト独裁政権

1935
昭和10

天皇機関説事件
　（美濃部達吉追放）
　天皇神格化完成

伊、エチオピア侵攻

1936
昭和11

西安事件
　第二次国共合作へ

二・二六事件
　政府・陸軍要人暗殺

1937
昭和12

支那事変開戦
　南京陥落

日独伊三国防共協定調印

1938
昭和13

張鼓峰事件
東部国境で日ソ軍戦闘

　徐州・武漢陥落 国家総動員法成立

1939
昭和14

ノモンハン事件
西部国境で日ソ軍激戦

独ソ不可侵条約締結
第二次世界大戦開戦

1940
昭和15

日独伊三国軍事同盟調印
北部仏印進駐

1941
昭和16

関東軍特別演習
　対ソ戦準備

南部仏印進駐
大東亜戦争開戦
真珠湾攻撃 ･マレー沖
海戦

日ソ中立条約締結
独ソ開戦

1942
昭和17

マニラ・シンガポール
占領
蘭印・ビルマ・南洋占領
ミッドウェー海戦
ガダルカナル戦

独ソ、スターリングラード戦

1943
昭和18

山本連合艦隊長官戦死
アッツ島玉砕

伊、無条件降伏

1944
昭和19

大陸打通作戦 インパール戦
マリアナ戦、サイパン島
陥落
比島戦

連合軍、ノルマンディー上陸

1945
昭和20

ソ連軍侵攻
満洲帝国崩壊

硫黄島戦
東京大空襲
沖縄戦
広島・長崎に原爆投下
ポツダム宣言受諾、降伏

連合国、ヤルタ会談で満洲の
中華民国編入とソ連の対日参
戦を密約
独、無条件降伏
連合国、ポツダム会談



日
本
で
教
育
を
行
っ
て
現
地
へ
送
り
込
む
た
め
の
学
校
を
新
設
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
部　

日
満
学
校
の
歴
史
～
開
校
か
ら
閉
校
ま
で

第
一
章　

参
考
資
料

　

日
満
学
校
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
で
、
今
回
参
考
と
し
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

（
資
料
一
）『
直
方
市
立
直
方
第
三
中
学
校
沿
革
』

　
　
　
　
　

日
満
学
校
発
足
の
際
に
直
方
市
役
所
学
務
課
か
ら
日
満
学
校
へ
転
出
、

事
務
職
と
し
て
閉
校
ま
で
勤
務
、
戦
後
に
直
方
第
三
中
学
校
の
職
員
と

な
っ
た
松
田
薫
氏
が
記
載
し
た
記
録
で
、
直
方
第
三
中
学
校
の
縦
書
き

罫
紙
に
和
文
タ
イ
プ
で
打
た
れ
て
い
る
。（
資
料
二
）お
よ
び（
資
料
三
）

は
こ
れ
を
基
礎
資
料
と
し
て
適
宜
加
筆
削
除
し
て
い
る
。

（
資
料
二
）『
直
方
市
史
・
下
巻
』：
昭
和
五
十
三
（
１
９
７
８
）
年

第
四
章 

教
育　

第
一
節 

学
校
教
育　

二
．
各
学
校
の
沿
革

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
（
Ｐ
６
７
４
～
６
８
４
）

（
資
料
三
）『
樟
陵
七
十
年
』（
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
校
史
）：
昭
和
六
十
三

（
１
９
８
８
）
年

第
一
篇 

沿
革　

第
五
章 

戦
時
体
制
下
の
鉱
山
学
校

第
三
節 

九
州
日
満
工
業
学
校
（
九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
）（
Ｐ

１
６
７
～
１
８
４
）

（
資
料
三
の
二
）『
樟
陵
八
十
年
』（
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
校
史
）：
平
成
十

（
１
９
９
８
）
年

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
（
Ｐ
３
３
～
３
７
）　

こ
ち
ら
は

「
輸
出
品
の
主
な
も
の
は
（
中
略
）
鉄
等
で
あ
る
。」

（
沿
革
・
政
治
）

　

日
清
戦
役
後
ロ
シ
ヤ
が
要
地
を
租
借
し
、
鉄
道
を
敷
き
等
し
て
次
第
に
之
を
占
領

し
よ
う
と
し
た
の
で
、
我
が
国
は
、
日
露
戦
役
に
よ
り
ロ
シ
ヤ
軍
を
満
洲
の
地
か
ら

追
い
、
そ
の
講
和
条
約
及
び
支
那
と
の
条
約
で
、
関
東
州
の
租
借
権
、
南
満
洲
鉄

道
経
営
権
、
鉱
山
採
掘
権
等
種
々
の
権
益
を
得
た
。
一
方
に
多
大
の
犠
牲
を
払
い
、

十
五
億
円
余
の
資
本
を
投
じ
て
産
業
の
開
発
に
努
め
た
が
、
支
那
は
約
束
を
守
ら

ず
、
張
学
良
は
満
洲
に
政
権
を
握
っ
て
我
が
権
益
を
妨
げ
、
我
が
居
住
民
を
侮
り
、

我
が
鉄
道
を
破
壊
し
、
我
が
守
備
隊
を
攻
撃
し
た
の
で
、
遂
に
満
洲
事
変
を
惹
起
し
、

之
ま
で
政
府
の
暴
政
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
満
洲
国
民
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
独
立

し
て
共
和
政
体
の
国
を
立
て
、
つ
い
で
我
が
昭
和
九
年
三
月
、
執
政
溥
儀
氏
は
推
さ

れ
て
皇
帝
と
な
り
、
立
憲
君
主
国
と
な
っ
た
。

（
我
が
国
と
の
関
係
）

　

満
洲
国
は
支
那
が
条
約
に
よ
っ
て
負
っ
て
い
る
義
務
を
引
継
ぎ
、
特
に
我
が
国
の

指
導
を
求
め
て
い
る
の
で
、
我
が
国
は
国
際
連
盟
を
脱
し
て
ま
で
種
々
と
指
導
し
て

そ
の
発
達
を
助
け
、
そ
の
国
防
を
受
持
ち
、
産
業
関
係
で
も
、
互
に
有
無
相
補
い
、

農
民
を
送
っ
て
土
地
の
開
発
に
尽
く
す
等
、
極
力
之
を
守
立
て
て
、
東
洋
永
遠
の
平

和
を
保
つ
こ
と
に
努
め
て
い
る
。』

　

以
上
の
記
述
が
当
時
の
日
本
国
民
の
い
わ
ば
常
識
で
あ
り
、日
満
学
校
の
関
係
者
、

受
験
生
と
そ
の
家
族
お
よ
び
教
師
の
認
識
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

満
洲
の
地
に
は
鉄
・
石
炭
な
ど
の
豊
富
な
鉱
物
資
源
が
あ
り
、
炭
鉱
も
日
本
と

違
っ
て
大
規
模
な
露
天
掘
り
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
よ
り
近
代
的

な
重
工
業
地
帯
を
建
設
す
る
こ
と
が
満
洲
国
の
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
、
日
本
政
府

も
全
面
的
に
支
援
し
た
。
満
洲
国
の
鉱
工
業
分
野
で
の
中
堅
技
術
者
確
保
の
た
め
、
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三
）
お
よ
び
（
資
料
四
）
は
福
岡
県
立
筑
豊
高
校
内
に
あ
る
「
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
・

旧
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
校
所
蔵
文
化
財
資
料
室
」
で
閲
覧
可
能
、（
資
料
五
）
お

よ
び
（
資
料
六
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
が
可
能
で
あ
っ
た
。

第
二
章　

開
校
ま
で

昭
和
十
三
（
１
９
３
８
）
年
四
月

　

日
本
国
内
に
財
団
法
人
日
満
技
術
工
養
成
所
（
昭
和
十
五
年
１
９
４
０
八
月
に

財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
に
改
称
）が
創
設
さ
れ
、昭
和
十
三（
１
９
３
８
）

年
に
秋
田
日
満
技
術
工
養
成
所
が
、
昭
和
十
五
（
１
９
４
０
）
年
に
酒
田
日
満
技

術
工
養
成
所
が
設
立
さ
れ
た
。
両
校
と
も
昭
和
十
九
（
１
９
４
４
）
年
に
○
○
日

満
工
業
学
校
に
改
組
さ
れ
た
。

昭
和
十
三
（
１
９
３
８
）
年
十
月

　

鉱
業
に
関
す
る
技
術
員
養
成
所
を
新
し
く
九
州
炭
田
の
中
心
地
に
設
立
す
る
こ

と
に
な
り
、
候
補
地
で
あ
っ
た
熊
本
市
・
福
岡
市
・
大
牟
田
市
・
飯
塚
市
・
直
方

市
を
視
察
し
た
が
、
直
方
市
の
土
地
寄
付
の
申
出
が
有
利
に
作
用
し
、
同
年
十
一

月
の
理
事
会
で
直
方
市
に
設
立
と
決
定
し
た
。

　

敷
地
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
の
結
果
、
山
部
の
浄
水
池
附
近
・
頓
野
・
下
境
・

知
古
の
四
候
補
地
の
内
か
ら
運
動
場
等
の
条
件
に
よ
り
知
古
が
最
適
と
考
え
ら
れ

決
定
し
た
。

　

筆
者
注
：
・
原
資
料
に
記
載
は
な
い
が
市
内
頓
野
に
筑
豊
鉱
山
学
校
が
あ
り
、
講

師
・
施
設
面
で
の
応
援
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
貢
献
し
た
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
こ
の
地
は
直
方
の
炭
鉱
主
・
堀
三
太
郎
（
１
８
６
７
～
１
９
５
８
）

が
明
治
四
十
（
１
９
０
７
）
年
に
開
園
し
た
本
格
的
農
園
の
堀
農
園

写
真
集
で
あ
る
。

（
資
料
四
）『
追
憶　

あ
あ
地
平
線
に
陽
は
落
ち
て 

満
洲
動
員
学
徒
の
青
春
』：
平
成

十
（
１
９
９
８
）
年

日
満
学
校
の
同
窓
会
「
日
満
会
」（
高
齢
化
の
た
め
平
成
二
十
一
年

２
０
０
９
に
解
散
）
が
発
行
。
卒
業
生
が
実
名
で
渡
満
後
の
生
々
し
い

貴
重
な
体
験
記
を
投
稿
し
て
い
る
。

（
資
料
五
）『
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
局
面
（
Ⅲ
）～
九
州
日
満
鉱
業

技
術
員
養
成
所
か
ら
九
州
日
満
工
業
学
校
へ
』

服
部
智
雄
・
原　

正
敏　

千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
平
成
三

（
１
９
９
１
）
年
二
月
発
行

写
真
な
ど
当
時
の
貴
重
な
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

な
お
他
に
「
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
局
面
」
の
（
Ⅱ
）・

秋
田
日
満
工
業
学
校
、（
Ⅳ
）・
酒
田
日
満
工
業
学
校
に
関
す
る
研
究
論

文
が
あ
る
。

（
資
料
六
）『「
満
洲
国
」
に
関
す
る
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
施
策
に
関
す
る
研

究
～
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
能
工
養
成
に
関
す
る
原
正
敏
の
研
究
を
語

る
。

佐
々
木
享
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）・
平
成
二
十
一
（
２
０
０
９
）

年
十
一
月 

宇
都
宮
大
学
に
て

（
資
料
五
）
を
含
む
研
究
成
果
全
般
に
つ
い
て
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

宇
都
宮
大
学
附
属
図
書
館
に
は
満
洲
国
向
け
の
技
術
員
・
技
能
工
養
成

の
諸
施
策
に
関
す
る
研
究
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
記
載
が
あ

る
。

　

本
稿
作
成
時
点
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、（
資
料
二
）
は
直
方
市
立
図
書
館
、（
資
料
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福
岡
県
３
２
、
熊
本
県
６
、
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
鹿
児
島
県
が
各
２
、
秋
田
県

１
１
、
長
野
県
４
、
北
海
道
・
宮
城
県
・
群
馬
県
・
東
京
府
・
新
潟
県
・
静
岡
県
・

京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
・
広
島
県
・
山
口
県
・
大
分
県
が
各
１
の
七
十
一
名

と
、
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優
秀
な
少
年
た
ち
が
集
ま
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

全
て
に
と
っ
て
直
方
は
初
め
て
の
土
地
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
（
１
９
３
９
）
年
十
月

　

工
事
中
の
新
校
舎
で
開
所
式
を
挙
行
し
た
。
出
席
者
は
満
洲
国
駐
日
大
使
・
福

岡
県
知
事
・
直
方
市
長
・
関
東
軍
参
謀
・
財
団
法
人
日
満
技
術
工
養
成
所
理
事
長

な
ど
。

昭
和
十
五
（
１
９
４
０
）
年
二
月

　

新
校
舎
が
完
成
し
、
仮
教
室
（
東
殿
町
の
直
方
鉱
機
工
業
組
合
会
議
室
）
と
仮

設
宿
舎
（
直
方
市
立
直
方
北
小
学
校
の
南
端
）
か
ら
移
転
し
た
。

昭
和
十
七
（
１
９
４
２
）
年
三
月

　

第
一
期
生
が
卒
業
し
、
秋
田
養
成
所
の
第
二
期
卒
業
生
と
共
に
直
ち
に
渡
満
、

産
業
戦
士
と
し
て
の
活
躍
を
始
め
た
。

昭
和
十
七
（
１
９
４
２
）
年
四
月

　

本
年
入
所
の
第
四
期
生
か
ら
満
洲
・
朝
鮮
留
学
生
の
募
集
を
停
止
し
た
。（
資

料
一
）
の
記
述
に
よ
る
と
、
先
に
卒
業
し
た
秋
田
養
成
所
の
第
一
期
留
学
生
か
ら

外
地
手
当
が
つ
か
な
い
こ
と
へ
の
不
満
が
出
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
八
（
１
９
４
３
）
年
四
月

　

本
年
入
所
の
第
五
期
生
か
ら
九
州
・
中
国
・
四
国
か
ら
の
募
集
に
限
定
し
た
。

筆
者
注
：
原
資
料
に
は
理
由
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
戦
時
下
の
交
通
事
情
悪
化

の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

跡
地
で
桜
の
名
所
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
（
１
９
３
９
）
年
一
月

　

昭
和
鉱
業
所
福
岡
事
務
所
長
技
師
山
田
英
雄
氏
が
九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成

所
長
に
就
任
し
た
。

昭
和
十
四
（
１
９
３
９
）
年
二
月

　

直
方
商
工
会
議
所
内
に
養
成
所
事
務
所
を
開
設
し
た
。

第
三
章　

生
徒
募
集
の
要
領

　

全
国
的
に
職
業
紹
介
所
を
通
じ
毎
年
三
月
初
め
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
入
学

資
格
は
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
（
筆
者
注
：
資
料
一
～
三
と
も
「
国
民
学
校
高
等

科
卒
業
程
度
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
学
校
に
移
行
し
た
の
は
昭
和
十
六

（
１
９
４
１
）
年
四
月
で
あ
る
た
め
、
開
校
時
点
で
は
高
等
小
学
校
が
正
し
い
。）、

修
業
期
間
は
三
ケ
年
で
あ
っ
た
。

　

募
集
人
員
一
〇
〇
名
（
採
鉱
科
七
〇
名
・
鉱
山
機
械
科
三
〇
名
）。
う
ち
一
割
を

満
州
・
朝
鮮
半
島
出
身
者
と
し
た
。
な
お
昭
和
十
六
（
１
９
４
１
）
年
四
月
入
所
の

第
三
期
生
か
ら
冶
金
科
五
〇
名
を
新
設
し
、
採
鉱
科
一
〇
〇
名
・
鉱
山
機
械
科
五
〇

名
と
併
せ
て
一
学
年
二
〇
〇
名
体
制
と
な
っ
た
。

第
四
章　

開
校
か
ら
募
集
対
象
の
変
更
ま
で

昭
和
十
四
（
１
９
３
９
）
年
四
月

　

直
方
商
工
会
議
所
で
第
一
期
生
の
入
所
式
を
挙
行
し
た
。

　

生
徒
の
う
ち
外
地
か
ら
の
留
学
生
は
十
九
名
（
採
鉱
科
が
満
洲
出
身
九
名
・
朝

鮮
出
身
四
名
、
鉱
山
機
械
科
が
満
洲
出
身
一
名
・
朝
鮮
出
身
五
名
）
で
あ
っ
た
。

　

国
内
の
出
身
地
分
布
は
（
資
料
五
）
の
記
述
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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第
六
章　

学
校
の
改
組
に
よ
る
校
名
変
更

昭
和
十
九
（
１
９
４
４
）
年
三
月

　

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
（
青
年
学
校
令
に
よ
る
）
か
ら
九
州
日
満
工
業

学
校
（
中
等
学
校
令
実
業
学
校
規
程
に
よ
る
甲
種
工
業
学
校
）
に
改
組
さ
れ
、
山

田
英
雄
所
長
は
辞
任
し
三
尾
谷
直
史
教
頭
が
新
校
長
に
就
任
し
た
。
養
成
所
時
代

は
軍
隊
流
の
厳
し
い
教
練
を
受
け
な
が
ら
、
学
校
の
法
的
位
置
付
け
の
違
い
に
よ

り
軍
隊
に
入
隊
し
て
も
直
ち
に
幹
部
候
補
生
に
な
る
資
格
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に

対
す
る
卒
業
生
・
在
校
生
の
不
満
が
大
き
く
、
昭
和
十
七
（
１
９
４
２
）
年
二
月

に
一
部
所
生
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

改
組
に
よ
り
、
入
学
資
格
は
国
民
学
校
初
等
科
（
資
料
二
で
は
尋
常
科
と
記
載

さ
れ
て
い
る
が
初
等
科
が
正
し
い
）、
修
業
年
数
は
四
カ
年
に
変
更
さ
れ
た
。

第
七
章　

陸
軍
部
隊
の
駐
屯
に
よ
る
荒
廃

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
六
月

　

筑
豊
地
方
の
軍
事
輸
送
確
保
と
警
備
の
た
め
、
直
方
地
区
に
千
葉
鉄
道
隊
一
個

中
隊
約
五
〇
〇
名
が
派
遣
さ
れ
て
校
舎
・
寮
を
宿
泊
施
設
と
し
て
使
用
し
、
全
学

年
の
学
徒
動
員
に
よ
り
学
校
は
完
全
に
兵
舎
化
し
た
。
部
隊
は
敗
戦
後
に
復
員
し

た
が
校
舎
も
寮
も
荒
廃
し
た
。

第
八
章　

満
洲
国
の
崩
壊
に
よ
る
閉
校

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
八
月

　

ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ
り
満
洲
国
は
崩
壊
し
、
資
金
源
を
喪
失
し
た
学
校
は
機
能

停
止
状
態
に
陥
っ
た
。

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
九
月

第
五
章　

学
徒
動
員
に
よ
る
修
学
期
間
短
縮

昭
和
十
八
（
１
９
４
３
）
年
十
二
月

　

学
徒
動
員
開
始
に
よ
り
第
三
期
生
の
卒
業
を
三
カ
月
繰
上
げ
て
渡
満
。

昭
和
十
九
（
１
９
４
４
）
年
一
月

　

二
年
生
（
第
四
期
生
）
は
国
内
の
炭
鉱
・
工
場
に
動
員
。

昭
和
十
九
（
１
９
４
４
）
年
四
月

　

三
年
生
（
第
四
期
生
）
は
引
き
続
い
て
、
二
年
生
（
第
五
期
生
）
は
新
規
に
国

内
の
炭
鉱
・
工
場
に
動
員

昭
和
十
九
（
１
９
４
４
）
年
五
月

　

三
年
生
（
第
四
期
生
）
は
満
洲
で
の
学
徒
動
員
に
変
更
し
渡
満
。
同
年
十
二
月

に
新
京
（
当
時
の
満
洲
国
の
首
都
、
現
在
の
長
春
）
で
秋
田
・
酒
田
の
生
徒
と
共

に
繰
上
卒
業
式
を
挙
行
。

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
四
月

　

一
年
生
（
第
七
期
生
）
入
学
。
二
年
生
（
第
六
期
生
）
は
国
内
の
炭
鉱
・
工
場

に
動
員
。

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
五
月

　

三
年
生
（
第
五
期
生
）
は
満
洲
で
の
学
徒
動
員
の
た
め
渡
満
。

昭
和
二
十
（
１
９
４
５
）
年
七
月

　

一
年
生
（
第
七
期
生
）
は
海
軍
特
攻
隊
基
地
の
作
業
に
学
徒
動
員
。
学
校
教
育

は
完
全
に
停
止
し
た
。

　

卒
業
時
期
お
よ
び
学
徒
動
員
に
つ
い
て
表
二
．「
学
年
別
デ
ー
タ
」
と
し
て
整
理

し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

─8─
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表
２
．
学
年
別
デ
ー
タ

年
次

募
集
人
員

修
業
年
限

入
学
資
格

入
　
学

卒
　
業

備
　
考

 九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所

第
１
期
生

鉱
山
科
70

鉱
山
機
械
科
30、�

計
100

３
年

高
等
小
学
校
卒
業
程
度

昭
和
14年
４
月

1939
昭
和
17年
３
月

1942
原
則
と
し
て
１
割
は
満
洲
・
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
と
し
た

第
２
期
生

鉱
山
科
70

鉱
山
機
械
科
30、�

計
100

３
年

高
等
小
学
校
卒
業
程
度

昭
和
15年
４
月

1940
昭
和
18年
３
月

1943
第
２
期
生

二
次
募
集

鉱
山
科
30

鉱
山
機
械
科
70、�

計
100

同
上

同
上

昭
和
15年
７
月

1940
同
上

ほ
と
ん
ど
直
方
市
附
近
か
ら
募
集

第
３
期
生

鉱
山
科
100、鉱

山
機
械
科
50、

冶
金
科
50、�

計
200

３
年

高
等
小
学
校
卒
業
程
度

昭
和
16年
４
月

1941
昭
和
18年
12月

1943（
３
カ
月
繰
上
げ
）

第
４
期
生

鉱
山
科
100、鉱

山
機
械
科
50、

冶
金
科
50、�

計
200

３
年

国
民
学
校
高
等
科
卒
業
程
度
昭
和
17年
４
月

1942
昭
和
19年
12月

1944（
３
カ
月
繰
上
げ
）

事
情
に
よ
り
満
洲
・
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
募
集
を
中
止
し
た

第
５
期
生

鉱
山
科
100、鉱

山
機
械
科
50、

冶
金
科
50、�

計
200

３
年

国
民
学
校
高
等
科
卒
業
程
度
昭
和
18年
４
月

1943
昭
和
20年
９
月

1945（
卒
業
生
不
在
の
ま
ま
）
募
集
範
囲
を
九
州
・
中
国
・
四
国
地
方
に
限
定
し
た

 九
州
日
満
工
業
学
校

第
６
期
生

採
鉱
科
100、機

械
科
50、

冶
金
科
50、�

計
200

３
年

国
民
学
校
高
等
科
卒
業
程
度
昭
和
19年
４
月

1944
昭
和
22年
３
月

1947
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
の
第
１
回
卒
業
式

第
７
期
生

採
鉱
科
100、機

械
科
50、

冶
金
科
50、�

計
200

４
年

国
民
学
校
初
等
科
卒
業
程
度
昭
和
20年
４
月

1945
新
制
学
校
に
移
行

新
制
中
学
三
年
生
に
相
当

第
８
期
生

採
鉱
科
100、機

械
科
50

�
計
150

４
年

国
民
学
校
初
等
科
卒
業
程
度
昭
和
21年
４
月

1946
新
制
学
校
に
移
行

新
制
中
学
二
年
生
に
相
当

冶
金
科
の
募
集
を
廃
止

学
徒
動
員
の
状
況

第
３
期
生
卒
業
時
期
を
３
カ
月
繰
上
げ

第
４
期
生
二
年
生
の
昭
和
19（
1944）

年
１
月
か
ら
国
内
に
動
員
（
鉱
山
科
→
本
校
演
習
炭
坑
・
三
菱
上
新
入
炭
坑
、
鉱
山
機
械
科
→
学
校
工
場
、
冶
金
科
→
日
立
戸
畑
工
場

三
年
生
と
な
っ
た
昭
和
19（
1944）

年
５
月
か
ら
満
洲
で
の
学
徒
動
員
に
変
更

第
５
期
生
二
年
生
と
な
っ
た
昭
和
19（
1944）

年
４
月
か
ら
国
内
で
学
徒
動
員
（
動
員
先
は
同
じ
）

三
年
生
と
な
っ
た
昭
和
20（
1945）

年
５
月
か
ら
満
洲
で
の
学
徒
動
員
に
変
更

第
６
期
生
二
年
生
と
な
っ
た
昭
和
20（
1945）

年
４
月
か
ら
国
内
で
学
徒
動
員
（
動
員
先
は
同
じ
）

第
７
期
生
一
年
生
と
な
っ
た
昭
和
20（
1945）

年
７
月
か
ら
国
内
で
学
徒
動
員
（
海
軍
の
特
攻
基
地
作
業
）



第
十
章　

そ
の
後
の
経
緯
～
新
制
中
学
校
へ
の
改
組

昭
和
二
十
二
（
１
９
４
７
）
年
三
月

　

第
一
回
卒
業
式
（
旧
第
六
期
生
）
を
挙
行
。

昭
和
二
十
二
（
１
９
４
７
）
年
四
月

　

募
集
せ
ず
入
学
者
な
し
。

昭
和
二
十
二
（
１
９
４
７
）
年
七
月

　

学
校
敷
地
・
施
設
を
直
方
市
に
移
管
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
直
方
市
立
直
方
第

三
中
学
校（
新
制
）に
改
組
。　

三
年
生（
旧
第
七
期
生
）、二
年
生（
旧
第
八
期
生
）

の
う
ち
で
転
校
希
望
者
は
希
望
先
へ
、
残
留
希
望
者
は
希
望
職
員
と
共
に
直
方
第

三
中
学
に
編
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
十
一
章　

そ
の
後
の
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
（
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
）

　

学
制
改
革
に
伴
い
昭
和
二
十
三
（
１
９
４
８
）
年
四
月
に
新
制
高
等
学
校
と
し
て

筑
豊
鉱
山
高
等
学
校
、
昭
和
二
十
五
（
１
９
５
０
）
年
四
月
に
福
岡
県
立
筑
豊
鉱
山

高
等
学
校
、昭
和
三
十
六
（
１
９
６
１
）
年
四
月
に
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
、

平
成
十
七
（
２
０
０
５
）
年
三
月
に
福
岡
県
立
鞍
手
竜
徳
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
閉

校
。ま

と
め
：
学
徒
動
員
、
敗
戦
に
よ
る
経
営
母
体
の
崩
壊
と
い
う
歴
史
の
荒
波
に
翻

弄
さ
れ
続
け
た
日
満
学
校
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

第
三
部　

日
満
学
校
の
学
生
生
活

第
一
章　

志
望
の
動
機

　
（
資
料
三
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
九
州
日
満
工
業
学
校
案
内
」
か
ら
引
用
す
る
。

　

二
十
日
に
第
五
期
生
の
卒
業
式
を
生
徒
不
在
（
引
率
職
員
を
含
め
消
息
不

明
）
の
ま
ま
挙
行
し
た
が
、
第
四
期
生
ま
で
の
卒
業
生
の
消
息
も
全
く
不
明
で
、

二
十
五
日
に
九
州
日
満
工
業
学
校
は
一
応
閉
校
し
た
。

第
九
章　

復
活
開
校
か
ら
筑
豊
鉱
山
学
校
と
の
合
併
ま
で

　

そ
の
後
も
教
職
員
と
生
徒
の
家
族
は
学
校
存
続
の
た
め
各
方
面
に
奔
走
し
、
解
散

し
た
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
に
代
わ
り
、
直
方
市
に
あ
っ
た
筑
豊
鉱
山
学
校
の
経
営

母
体
（
大
正
八
年
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
、
昭
和
九
年
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
、
昭
和
十
七

年
石
炭
統
制
会
九
州
支
部
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
日
本
石
炭
鉱
業
会
、
昭
和
二
十
三

年
二
月
九
州
石
炭
鉱
業
会
と
名
称
が
変
更
）
か
ら
学
校
経
営
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と

の
了
承
を
得
た
。

昭
和
二
十
一
（
１
９
４
６
）
年
一
月

　

財
団
法
人
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
と
し
て
復
活
開
校
し
た
。
校
長
に
は
三
尾
谷
前

校
長
が
就
任
、
冶
金
科
を
廃
止
し
て
採
鉱
科
・
機
械
科
の
二
科
と
し
た
。
同
時
に

市
立
直
方
工
業
学
校
の
機
械
科
廃
止
に
よ
る
当
校
機
械
科
希
望
者
を
受
入
れ
る
一

方
、
他
校
転
出
希
望
者
を
八
幡
・
小
倉
・
福
岡
等
の
工
業
学
校
に
転
校
さ
せ
た
。

昭
和
二
十
一
（
１
９
４
６
）
年
四
月

　

第
八
期
生
の
入
学
式
を
挙
行
。
採
鉱
科
一
〇
一
名
・
機
械
科
五
〇
名
の
計

一
五
一
名
が
入
学
し
た
。

昭
和
二
十
一
（
１
９
４
６
）
年
十
一
月

　

筑
豊
鉱
山
学
校
と
合
併
し
、
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
は
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
に
、
旧

筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
は
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
西
校
に
校
名
を
変
更
し
た
。（
遠
賀

川
を
挟
ん
で
前
者
は
直
方
市
の
東
部
、
後
者
は
西
部
に
あ
っ
た
）
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心
配
も
な
く
、
学
費
・
生
活
費
も
ほ
と
ん
ど
不
要
と
い
う
魅
力

か
ら
教
師
や
家
族
も
勧
め
、
本
人
も
ま
だ
見
ぬ
満
洲
の
大
地
で

技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
へ
の
強
い
憧
れ
が
あ
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
章　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
（
資
料
三
に
よ
る
）

　

採
鉱
科
・
冶
金
科
・
機
械
科
と
も
専
門
科
目
を
学
ぶ
実
業
科
以
外
の
教
科
の
国
民

科
（
修
身
・
国
語
・
歴
史
・
地
理
）、
理
数
科
（
数
学
・
物
象
・
生
物
）、
体
練
科
（
教

練
・
体
操
・
武
道
）、
芸
能
科
（
習
字
・
音
楽
）、
修
練
は
共
通
で
あ
る
。
即
戦
力
を

め
ざ
し
て
い
る
た
め
、
上
級
生
に
な
る
ほ
ど
実
業
科
の
時
間
数
が
増
加
す
る
。
採
鉱

科
で
は
鉱
業
概
説
・
実
習
製
図
・
採
鉱
・
選
鉱
・
鉱
山
測
量
・
地
学
・
冶
金
・
機
械
・

電
気
・
鉱
山
管
理
を
四
年
間
で
学
習
す
る
。

　

大
き
な
特
色
は
外
国
語
（
満
語
）
が
実
業
科
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
渡

満
後
に
不
自
由
し
な
い
た
め
の
学
習
で
あ
ろ
う
。
満
語
と
い
っ
て
も
純
粋
の
満
洲
語

で
は
な
く
、
当
時
の
標
準
語
で
あ
る
北
京
官
話
と
思
わ
れ
る
。

　

表
三
．「
九
州
日
満
工
業
学
校
の
教
育
課
程
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
章　

学
校
生
活
の
特
色

　

朝
夕
の
点
呼
に
際
し
て
は
両
国
国
旗
（
玄
関
前
の
二
本
の
ポ
ー
ル
の
左
に
日
本
国

旗
、
右
に
満
洲
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い
る
写
真
あ
り
）
に
敬
意
を
表
し
、
所
訓
・
所

歌
・
寮
歌
を
唱
和
し
て
士
気
を
高
め
た
。

　

学
校
の
「
タ
テ
マ
エ
」
が
理
解
で
き
る
の
で
所
訓
と
所
歌
を
記
載
し
て
お
く
。

所
訓
（
校
訓
）

一
．
所
生
は
凡
て
産
業
開
発
の
戦
士
た
る
こ
と
を
自
覚
し
満
洲
建
国
並
に
東
亜

（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
）

一
．
本
校
特
色

　
　

イ
．
満
洲
国
政
府
交
付
金
に
よ
り
て
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
が
之
を

経
営
し
、
文
部
省
を
は
じ
め
陸
海
軍
・
大
東
亜
・
厚
生
・
軍
需
各
省
の
後

援
に
依
る
処
の
も
の
な
り
。

　
　

ロ
．
中
等
学
校
令
に
示
さ
る
る
所
の
皇
国
民
育
成
を
以
て
目
的
と
す
る
と
共

に
、
東
亜
共
栄
圏
に
於
け
る
満
洲
帝
国
の
重
要
性
を
認
識
せ
し
め
、
同
国

鉱
工
業
開
発
に
当
り
て
諸
民
族
の
指
導
的
中
核
を
な
す
人
物
を
育
成
す
。

尚
、
技
術
修
得
の
た
め
に
整
備
せ
る
実
習
工
場
お
よ
び
演
習
炭
鉱
を
学
校

自
体
経
営
し
、
技
術
の
実
際
的
訓
練
を
施
す
。

　
　

ハ
．
団
体
の
生
活
訓
練
及
び
心
身
の
全
的
修
練
を
完
か
ら
し
め
た
る
た
め
完
備

せ
る
寮
舎
を
併
置
し
、
全
生
徒
を
此
に
収
容
の
上
、
生
徒
隊
を
組
織
し
て

生
活
訓
練
を
実
施
す
。

二
．
卒
業
後
の
進
路

　

本
校
卒
業
生
は
学
校
長
の
指
定
す
る
満
洲
国
鉱
工
業
会
社
に
一
定
期
間
服
務
す

る
義
務
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
何
れ
も
同
国
一
流
会
社
に
優
先
的
に
配
属
す
る

も
の
と
す
。

　

尚
、
就
職
一
ケ
年
以
上
に
し
て
会
社
の
推
薦
に
よ
り
満
洲
国
工
業
大
学
に
社
費

を
以
て
修
学
す
る
こ
と
を
得
。

三
．
修
学
経
費

　

教
科
書
・
学
用
文
房
具
お
よ
び
被
服
の
み
自
弁
と
し
、
舎
費
・
食
費
・
授
業
料
・

実
習
材
料
費
等
は
学
校
に
て
負
担
す
。
寝
具
は
無
償
貸
与
す
。
尚
、
正
服
・
正
帽
・

ゲ
ー
ト
ル
・
ズ
ッ
ク
靴
等
は
学
校
に
て
調
達
の
上
、
配
給
の
見
込
み
な
り
。

　

筆
者
コ
メ
ン
ト
：
国
策
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
設
備
の
充
実
し
た
学
校
で
就
職
先
の

─11─
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表3．九州日満工業学校の教育課程

採鉱科
教　科 科　目 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 科目計 教科計

国民科

修　　身  1   1   2   2   6

26

国　　語  4   4   2   2 12
歴　　史  3   2   2   1   8地　　理

実業科

鉱業概説  1   1   2

68

実習製図  5   5   8   9 27
採　　鉱  1   1   4   3   9
選　　鉱  2   2   4
鉱山測量  1   2   3
地　　学  1   2   1   4
冶　　金  1   1   2
機　　械  1   1   2
電　　気  2   2
鉱山管理  1   1
外国語（満語）  3   3   3   3 12

理数科
数　　学  4   5   4   3 16

28
物　　象  4   3   1   1   9
生　　物  1   2   3

体練科
教　　練  3   3   3   3 12

22
体　　操  3   3   2   2 10武　　道

芸能科 習　　字  2   1   3
  5音　　楽  1   1   2

修　　　　　練  3   3   3   3 12 12
毎週授業総時数 40 41 40 40 161

冶金科
教　科 科　目 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 科目計 教科計

国民科

修　　身  1   1   2   2   6

26

国　　語  4   4   2   2 12
歴　　史  3   2   2   1   8地　　理

実業科

鉱業概説  1   1   2

68

実習製図  6   6   8   9 29
冶　　金  2   5   5 12
選　　鉱  2   2   4
採　　鉱  1   1   2   4
機　　械  1   1   2
電　　気  2   2
鉱山管理  1   1
外国語（満語）  3   3   3   3 12

理数科
数　　学  4   5   4   3 16

28
物　　象  4   3   1   1   9
生　　物  1   2   3

体練科
教　　練  3   3   3   3 12

22
体　　操  3   3   2   2 10武　　道

芸能科 習　　字  2   1   3
  5音　　楽  1   1   2

修　　　　　練  3   3   3   3 12 12
毎週授業総時数 40 41 40 40 161



新
秩
序
建
設
の
基
調
た
る
民
族
協
和
の
精
神
を
体
得
し
之
を
実
践
す
べ

し
。

一
．
学
術
は
万
物
理
解
の
基
礎
な
れ
ば
所
生
た
る
も
の
須
く
研
鑽
精
励
し
て
寸

時
も
怠
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。

一
．
所
生
は
人
格
の
完
成
を
期
し
常
識
を
涵
養
し
以
っ
て
将
来
の
社
会
的
活
動

に
備
う
べ
し
。

一
．
体
力
は
凡
て
活
動
の
源
泉
た
る
を
以
っ
て
各
自
健
康
に
留
意
し
些
も
忽
せ

に
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。

一
．
技
術
の
習
得
は
所
生
本
来
の
使
命
な
れ
ば
切
磋
刻
励
身
を
以
っ
て
之
を
体

得
す
べ
し
。

　

所
歌
（
校
歌
）

一
．
見
よ
大
陸
の
暁
明
（
あ
さ
あ
け
）
や 

瞳
を
上
げ
て
胸
張
ら
む 

沃
土
豊
に

果
し
な
く 

孕
め
る
幸
は
尽
く
る
な
し 

五
族
睦
み
て
住
む
所 

長
城
の
上

に
陽
は
昇
る

二
．
行
け
や
若
人
歩
を
揃
へ 

世
紀
の
理
想
胸
に
し
て 

同
胞
吾
等
相
共
に 

此

の
手
此
の
腕
此
の
身
も
て 

築
き
な
ん
哉
永
久
に 

王
道
普
き
新
楽
土

三
．
天
日
空
に
赤
け
れ
ば 

民
の
生
活
（
か
て
）
に
光
あ
り 

白
妖
赤
魔
窺
ふ
も 

曲
げ
る
を
知
ら
ぬ
大
地
の
子 

小
手
を
か
ざ
せ
ば
興
安
の 

嶺
よ
り
高
き
理

想
あ
り

　

養
成
所
の
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
所
内
の
実
習
施
設
の
他
に
筑
豊
地
区
の
炭

鉱
・
工
場
で
現
地
実
習
を
行
い
、
下
境
日
焼
に
学
校
所
有
の
炭
坑
を
所
有
し
て
い
た
。

　

写
真
を
見
て
も
制
服
制
帽
は
軍
服
、
三
段
ベ
ッ
ド
の
寮
は
兵
舎
に
似
て
お
り
、
起

居
動
作
も
軍
隊
式
で
あ
っ
た
。
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機械科
教　科 科　目 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 科目計 教科計

国民科

修　　身  1   1   2   2   6

26

国　　語  4   4   2   2 12
歴　　史  3   2   2   1   8地　　理

実業科

工業概説  1   1   2

68

実習製図  6   6   9   9 30
機械工作  1   2   2   1   6
精密測定  2   2
機械設計  2   3   1   6
機械材料  2   2
原 動 機  2   3   5
電　　気  2   2
工場管理  1   1
外国語（満語）  3   3   3   3 12

理数科
数　　学  4   5   4   3 16

28
物　　象  4   3   1   1   9
生　　物  1   2   3

体練科
教　　練  3   3   3   3 12

22
体　　操  3   3   2   2 10武　　道

芸能科 習　　字  2   1   3
  5音　　楽  1   1   2

修　　　　　練  3   3   3   3 12 12
毎週授業総時数 40 41 40 40 161



工
事
請
負　

福
岡
市
清
水
組（
原
文
の
通
り
。
正
し
く
は
株
式
会
社
清
水
組
）

昭
和
十
五
（
１
９
４
０
）
年
二
月
十
五
日　

校
舎
完
成　

全
職
員
生
徒
新
校
舎

に
移
転
」
→
「
写
真
三
」
参
照

　

前
川
國
男
は
日
本
の
近
代
建
築
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
大
建
築
家
で
、
昭
和
三

（
１
９
２
８
）年
に
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
後
、パ
リ
に
渡
っ
て
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
学
び
、帰
国
後
の
昭
和
十
（
１
９
３
５
）
年
、

東
京
・
銀
座
に
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所
（
現
在
の
名
称
は
株
式
会
社
前
川
建
築

設
計
事
務
所
）
を
開
設
し
た
。
洋
行
帰
り
で
新
進
気
鋭
の
若
手
建
築
家
（
校
舎
設
計

当
時
三
十
歳
代
前
半
）
に
設
計
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
に
満
洲
国
の
鉱
工
業
開
発
に
協

力
す
る
た
め
に
国
策
と
し
て
新
設
さ
れ
た
学
校
へ
の
力
の
入
れ
方
が
わ
か
る
。
施
工

は
清
水
組
（
現
在
の
清
水
建
設
）
と
、こ
ち
ら
は
老
舗
の
一
流
建
設
会
社
で
あ
っ
た
。

　
（
資
料
五
）
で
紹
介
し
た
秋
田
日
満
工
業
学
校
に
関
す
る
研
究
論
文
（
Ｐ
８
６
）

に
よ
る
と
、
秋
田
日
満
学
校
・
酒
田
日
満
学
校
の
建
物
も
す
べ
て
前
川
が
設
計
し
て

お
り
、
理
事
会
幹
部
か
ら
東
大
建
築
学
科
教
授
を
通
じ
て
発
注
さ
れ
た
と
の
記
述
が

あ
る
。

　

主
な
作
品
と
し
て
は
、
自
邸
（
東
京
都
小
金
井
市
の
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
に
移

築
保
存
）、
東
京
文
化
会
館
（
上
野
公
園
内
）、
国
立
国
会
図
書
館
（
永
田
町
）、
東

京
海
上
ビ
ル
（
丸
の
内
）、
近
く
で
は
福
岡
市
美
術
館
（
大
濠
公
園
）
な
ど
が
あ
る
。

旧
日
満
学
校
の
校
舎
は
昭
和
四
十
五
（
１
９
７
０
）
年
以
降
逐
次
解
体
さ
れ
、
平
成

十
八
（
２
０
０
６
）
年
に
最
後
ま
で
残
っ
た
講
堂
が
解
体
さ
れ
て
完
全
に
そ
の
姿
を

消
し
た
。

　

筆
者
が
旧
直
方
駅
舎
の
調
査
の
際
に
会
っ
た
建
築
学
者
に
日
満
学
校
の
校
舎
の
話

を
し
た
と
こ
ろ
、「
前
川
國
男
の
作
品
が
直
方
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。」
と
驚
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

第
四
章　

ク
ラ
ブ
活
動
と
校
旗

　

学
徒
動
員
の
開
始
後
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
初
期
の
養
成
所
時
代
に

は
修
学
旅
行
の
記
録
も
あ
り
、（
資
料
三
の
二
）
に
は
対
外
試
合
で
あ
ろ
う
か
、
校

旗
を
持
っ
た
陸
上
部
員
の
写
真
が
あ
る
。

　

こ
の
校
旗
は
現
在
、
福
岡
県
立
筑
豊
高
校
内
に
あ
る
「
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
・
旧
福

岡
県
立
筑
豊
工
業
高
校
所
蔵
文
化
財
資
料
室
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
校
章

が
描
か
れ
、
右
端
に
「
九
日
満
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
お
り
房
は
な
く
、
校
外
で
使
用

さ
れ
る
応
援
旗
と
思
わ
れ
る
。
満
洲
国
旗

が
一
部
と
は
い
え
現
存
し
て
い
る
の
は
極

め
て
珍
し
く
貴
重
で
あ
る
。
→「
写
真
二
」

参
照
。

　

正
式
の
校
旗
は
（
資
料
三
）
の
Ｐ

１
７
３
に
写
真
が
あ
る
が
、
旗
の
左
端
に

新
旧
二
つ
の
正
式
校
名
が
縦
書
き
さ
れ
、

周
囲
に
房
が
あ
る
。
現
物
は
残
っ
て
お
ら

ず
閉
校
時
に
処
分
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

補
足　

日
満
学
校
校
舎
を
設
計
し
た
世
界
的
建
築
家
・
前
川
國
男
（
１
９
０
５
～

８
６
）

　

日
満
学
校
の
校
舎
に
関
し
、（
資
料
一
）
お
よ
び
（
資
料
三
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
昭
和
十
四
（
１
９
３
９
）
年
五
月
中
旬　

校
舎
建
築
の
た
め
地
鎮
祭
を
行
う
。

建
築
設
計　

東
京
前
川
建
設
事
務
所
（
原
文
の
通
り
。
正
し
く
は
前
川
國
男

建
築
設
計
事
務
所
）
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写真二



　

東
京
都
庁
舎
な
ど
を
設
計
し
た
丹
下
健

三
は
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所
の
出
身

で
あ
る
。
ま
た
「
前
川
リ
ポ
ー
ト
」
で
知

ら
れ
る
前
川
春
雄
元
日
銀
総
裁
は
彼
（
長

男
）
の
実
弟
（
三
男
）
で
あ
る
。

　

現
在
、
直
方
第
三
中
学
校
の
校
長
室
に

は
日
満
学
校
の
玄
関
部
分
の
写
真
お
よ
び

「
満
洲
国
田
舎
風
景
画
」（
日
満
学
校
の

校
長
室
に
あ
っ
た
も
の
）
が
掲
示
さ
れ
て

お
り
、
幻
の
日
満
学
校
の
時
代
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

ま
と
め

　

国
策
と
し
て
新
設
さ
れ
、
満
洲
国
の
崩
壊
に
伴
い
わ
ず
か
六
年
で
閉
校
と
な
っ
た

日
満
学
校
の
歴
史
と
、
そ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
に
つ
い
て
記
録
に
残
し
て
お
き
た

い
と
い
う
筆
者
の
思
い
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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写真三


